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値 目標値

５年度 ６年度 ７年度 ８年度 １０年度

活動 第2期開発区域用地引渡件数比率 ― 0.0 99.1 100.0 ―
指標 （％）
活動 第2期開発区域の企業用地需要（㏊） 51.8 74.0 104.9 40.0 40.0
指標

・岡崎市阿知和地区（市施行　岡崎市　約63㏊）において、造成工事中
他市との ・安城北山崎地区（企業庁施行　安城市　14.5㏊）において、造成工事中
比較検証 ・豊川白鳥地区（企業庁施行　豊川市　9.8㏊）において、詳細設計完了

・半田石塚地区（企業庁施行　半田市　15.5㏊）において、詳細設計実施中

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 12,647 24,661 13,728 104,773 合計 13,727,999 円
旅費 262,240 円

財
　
源

特定財源 8,161 14,754 8,663 74,426 役務費 7,319 円
委託料 12,105,542 円

一般財源 4,486 9,907 5,065 30,347 補償、補填及び賠
償金 1,352,898 円

職員人件費　② 26,088 14,334 23,980 24,552

総事業費（①＋②） 38,735 38

Ｄ
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1)物件移転の早期完
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用地引渡しを完了する

推

。
2)企業庁への公共
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企業立地
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